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A 158　発育期の成長および骨の発育におよぼす菜食の影響
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　目的　近年動たん比の増加に伴う動物性脂肪の摂取増加が成人病のリスクファクターとなっていること

より，菜食主義の食生活が静かなブームになっている．しかし発育期には動物性たん白およびCaの必要量

は成人より多い．そこで発育期のラットの成長および骨の発育におよぼす菜食の影響を検討するため本研

究を行った．

　方法　生後５週齢のWis tar系雄ラット3 5匹を標準固形飼料を自由に摂取させた標準区( S t d ) .菜

食モデルとして玄米粉2 ,きな粉１よりなる玄米･きな粉区（B K）,動物性たん白食群として動たん比

5 0 ％となるように，きな粉の一部を全卵粉または全粉乳で置換した玄米･卵区(BE),玄米･全乳区（B

M）とし，さらに３区を各々非運動区（N E)と毎日遊泳運動3 0分負荷した運動区(E）にわけ，計７

区，各区５匹とした，試験食は各区等エネルギー投与し，水は純水を自由摂取させた. 1 5週齢に代謝ゲ

ージに入れ尿および糞を採取し，尿中総N，クレアチニン, Caおよび糞中Caを測定し, 1 6週齢に解剖し

採血および腹腔，腎臓, 摩丸周囲の脂肪を集め７体脂肪とし，左右後肢大腿骨をとり出した．その後血清

Ca,骨のCaを測定した. 1 4週齢には疲労困懲するまで遊泳負荷し，持久性を調べた．

　結果　1 ）B Kはエネルギー摂取量か少なく生育および飼料効率は有意に低かった. 2 ）B KはN摂取

量が多く, 尿中総N ／N 摂m.量は小さく，尿中クレアチニンは多かった. 3 ）Ca摂取量はB Mが他の２群

の３倍以上多＜, Ca吸収率はＢＥ＞ＢＭ＞ＢＫとなった. B Kは尿中Ca排泄量か多く，血清Ca.骨Caが低

値となったのに対してB Mは血清Ca,骨の灰分およびCaが高値をしめした. 4 ）遊泳持久力はB Mが最低

で各群とも運動区の方が持久力が大きかった．

A 159 卵巣摘除・低Ca食飼育ラヴトの骨代謝に対する24,25(OH)sD，投与の効果
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　目的　24,25(OH),D,に特異･作用があるか否かについては現在な軸議論が分かれている。我

々は，24 ,25(OH),D，の骨化促進作用を示す成績かP T Hおよびl,25(OH)｡Dsの存在下で得られ

たことに着目した。そこで，内因性P T H 軸よびl,25(OH),D,が上昇し，24,25(OH),D，が低下

した状態に*>る卵巣摘除・低Ca食飼育ラヴトを用い，その骨代謝に及ぼす24,25(OH),D,の効

果を検討した。

　方法　動物は80 gのSD 系雌ラヴトを使用した。 Ca0.003価，PO.3価の低Ca食で４週間飼育した

後，これらに1 郷／kg／day　または10．g／lCg／'dayの24,25(OH),D。訟よび対照群として溶媒のみを，

連日４週間経口投与した。　これらの動物について，脛骨のcontact-mi croradiograph、大腿骨破断

強度，乾燥骨重量，灰分重量および血液，尿，糞中成分から24,25(OH)2D,投与の効果を比較
検討した。

　結果　卵巣摘除・低Ca食飼育ラヴトに24,25(OH),D,を投与した結果，contact-microradiograph j/C

軸ける骨皮質巾の増加が認められ，同時に大腿骨破断強度の明らかな増強が認められた。

一方，骨成分の分析結果では，乾燥重量の軽度の増加を認めたのみで灰分重量には変化は

なかった。又，Ca、p バランスに屯変化は認められたかった。

　まとめ　以上の結果から，この24,25(OH),D,の作用は，P T H および1, 25(OH),D，の存在下

におぺ

であることが示唆,された。


